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においても時問がかかっているようです。た
だしエネルギー基本法に代わるものとして、
中国は条例や通達を臨機応変に出し、対処し
ているという状況です。
　 エネルギー価格の市場化につきまして、中
国は原油価格については既に市場化 していま
す。ですからシノベックという会社などは輸
入原油を主に精製処理しているのですけれど
も、高い原油を輸入して低い国内価格で販売
するという、非常に苦しい立場に置かれてい
るのも事実です。中国政府は、基本的には製
品価格 も市場化させていくということを言っ
ておりますが、やはりインフレ圧力が非常に
高いので、価格の見直しについては慎重な態
度を示しています。
　 その政府の石油産業に対する主な政策措置
ですが、やはり原油価格が上がってしまった
ので、例えば輸出抑制や、税率を上げ下げす
るとか、原油高騰対策に追われています。補
助金を出していると言われているのですけれ
ども、補助金の財源の一つとして、石油開発
企業から石油特別収入税を徴収してお りまし
て、これは結構、石油開発企業にとっては打
撃が大 きいものです。2006年には前年の2
倍近くまで税金の比率が高まってしまってい
ます。ただ、石油開発企業がもうけ過ぎとい
う批判もあり、税金で絞っていくという姿勢
を政府は示 しています。
　 もっとも、中国はまだいいほうで、メキシ
コやナイジェリアなど他の産油国の場合、国
営の石油会社が石油を生産しても、収入は全
部国庫に入るのです。国庫から予算 としてま
た付加されるという仕組みが、産油国ではか
なり標準的で、中国では一応、内部留保があ
る程度認められ、再投資に回すだけの余裕を
持っている点、ましなほうであると思います。
　さて中国は今このような状況に置かれてい
るのですが、日本 と中国で協力できることが
あるのか どうかについて少 し考えてみまし
た。まず探鉱 ・開発、つまり油田、天然ガス
を探していくという事業についての協力関係
が挙げられます。もともと中国の海洋では、
80年代から日中石油開発というところが中国
のCNOOCと共同で油田を生産開発 したと
いう経緯がありまして、その当時、技術的な
ア ドバイス等も日本企業は中国に行いまし
た。中国も本当にその恩は忘れないというこ
とで、良好な関係を現在に至るまで構築して
いるというのが現状です。
　また、この渤海の日中石油開発については、
もう日本企業は生産を行っておりませんが、
南シナ海の香港沖合では、日本企業3社が中
国のCNOOCと …緒に油田を生産中です。
また、6月 には東シナ海のガス田問題で合意
に至りましたので、今後の発展に期待 したい
ところです。
　 将来にわたってどうかといいますと中国国
内に限らず、第3国で何か共同でできること
はないかというふうに考えたときに、難易度
の高い深海は非常に開発が難しいところで、
欧米石油メジャーが主に開発 をしています。
ですが、日本企業は現在、中小油ガス田の開
発、研究に非常に力を入れています。例えば
3兆立法フィー ト以下のス トランデットと呼
ばれ、今まで見放 されてきたような中小のガ
ス田、もちろん油田もあ りますが、東南アジ
アのほうにはそうした糸講 小さな油ガス田が
た くさんあ ります。そうしたところを効率的
に開発していくというようなことが、日本企
業は可能ではないかということで、本邦の石
油開発企業や私どもで研究をしているところ
です。
　 そういった面で、メジャー級のペ トロチャ
イナとの共同研究や共同開発 というのは難し
いかもしれませんが、中規模同士の、例えば
シノペックやシーノックとは協力関係を築く
ことは可能かなというふうに思います。また
GTL、つまり、天然ガスから液体のガソリン
等の石油製品を作る技術についても日本は
今、先行的に研究を進めてお りまして、そう
いった分野での研究が可能ではないかと考え
ています。
　石油、天然ガスという分野を広 くとらえた
場合には、例えばCO2の回収ということで5
月に口揮や、RITE((財)地球環境産業技術
研究機構)と 中国企業が共同で石炭火力発電
所から発生するCO2を、黒竜江省にあります
中国最大の大慶油田に圧入する事業の検討に
ついて基本合意しました。これは増進回収 と
言ってCO2というのは吸着効果がありますの
で、油田の中に圧入すると油田の層の中か ら
油が押 し出されるという効果が期待できま
す。最近はやりの環境と石油開発で一挙両得
のアイデアなので、他でももっとできないか
ということを考えています。
　先ほどCBM、 コールベットメタンという
石炭層の中にあるメタンについて触れました
が、生産性の悪い石炭層からメタンを取ると
いうのは難 しいのですけれども、最初は水を
取 りながら、水の中に入っているメタンを取
っていく。その後、取 りにくくなってきたら
そこにまたCO2を入れると、　CO2がその石
炭層に付いてメタンが押し出され、そのメタ
ンを回収することができます。そういった環
境問題、中国におけるCO2の排出量抑制にも
つながるという意味で、このCO2回収と油ガ
ス田開発、あるいはCBMへの圧入による開
発をセットで行うというのは、なかなか面白
いアイデアではないかと思っています。
　LNGにつ きまして、日本、韓国、台湾は
北東アジアLNG市場 と言われてお ります。
今まではここが一番強いバイヤーだったので
すが、最近ではヨーロッパやなど大西洋市場
が台頭してきました。北東アジアLNG市場
のプレーヤー同士ということで、中国と日本
も何か協力できることはないか、例えば情報
交換を密にすることなどによる協力ができる
のではないかと思っています。また、精製や
市場、備蓄についても、協力ができるのでは
ないかと思っています。
　時間が少し延びてしまい、申し訳ありませ
ん。以上で終わります。
【司会】あ りがとうございます。それでは、
多少時間が過ぎておりますので、お一方だけ、
ご質問をフロアのほうからお受けしたいと思
います。 どなたかございませんでしょうか。
【質問者】リンと申します。北京オリンピッ
クを控えて、停電はさせられないという事情
があると思うんですが、原油高騰で2、3週
前に停電の可能性があるみたいなことが報道
されているんですけど、その辺 りのご見解を
お願いで きればと思います。
【竹原】あまり発電については詳 しくはない
のですが、停電についてそれほど問題はない
かと思います、少なくともオリンピックの地
域では。今、発電の供給についてはかなり対
策が取られています。第1四半期ぐらいには、
発電企業5社が赤字に陥ってしまっていると
いうことがありました。石炭の価格が非常に
高騰 しているので、調達がしにくいという状
況だったのですけれども、今現在、石炭の値
段は年末まで、6月水準にとどめるというよ
うな決定を出しています。
　ですから、これからちょっとひどい目に遭
うのは石炭生産企業だと思うのですけれど
も、とりあえず発電については、まあ何とか
確保できるのではないかというふうに見てい
る人が多いと思います。
【司会】あ りがとうございます。それではほ
かの質問については、ぜひ懇親会の場でまた
していただければと思います。ありがとうご
ざいました。
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